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   令和７年度 槇島ひいらぎこども園事業報告書 
 

１ 成果と課題 （施設運営方針の実施状況） 

 

（１） 子どもを主体とした保育・教育の実践と環境整備及び保育者の育成 

  評価 〇 

主体的な保育・教育を意識して日々の活動を展開している保育者は確実に増えてき

ている。ただ、低学年における「主体的とは」という課題については、さらに見識を

深めていく必要性を感じる。 

 

（２） 児童虐待の予防・啓発の充実 

  評価 ◎ 

     対象の要保護児童が少なかった事もあり、一つ一つの事例に対ししっかり関係機関    

    と連携し対応できていたと思う。 

 

（３） 支援を必要とする子どもの教育・保育の充実 

  評価 ◎ 

     就学前の年長児に加配対象児童が多く、小学校や療育施設との連携を多く持つこと

ができた。また、担任の粘り強い声掛けにより、療育への道を拓くことができた事例

もいくつかみられ、いかに日頃の保護者とのコミュニケーションが大切であるかを実

感した。 

 

（４） 保育教諭・栄養教諭・看護師の専門性の高度化 

  評価 〇 

 保育教諭を対象とした研修は保育協会等の尽力により充実しているが、他業種の職員

研修となると、当然数が少ない。対象者が少ないので、仕方がないものの、充実を図る

という点では、課題が残る。 

 

（５） 国のガイドラインに沿った事故防止・健康安全対策及び災害対策の強化 

  評価 〇 

熱中症については、看護師を中心に厚生労働省から出されるガイドラインや注意喚起 

のお知らせなどを常にチェックし、安全に過ごせるための対策の周知徹底に努めた。た

だ、水害に対しては、未だ具体的な対策がとれていない。 

 

（６） 栄養教諭・栄養士を中心に食育計画を進め、食育のさらなる充実 

  評価 〇 

    園で栽培した野菜などを収穫し、その食材を使ったクッキングを楽しむなど、食育

活動は充実していたと思うが、酷暑で思うように収穫物が得られなかったり、栽培の
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ための水やりや草引きなどができなかったりすることが多かったのは、今後の課題と

感じている。 

 

２ 年間教育・保育日数 

  １号認定 ２３８日（年長は２４０日）  ２・３号認定 ２９１日（年長は２９１日）   

 

３ 利用者数 

（１） 槇島ひいらぎこども園 在園児数 

歳  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

0 

歳 

短時間 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 

標準 8 13 14 14 14 15 15 15 14 14 14 13 

１ 

歳 

短時間 4 3 3 3 3 3 3 4 6 7 7 8 

標準 26 27 27 27 27 27 27 26 24 23 23 22 

２

歳 

1号 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 

短時間 4   4 4 5 5 5 5 6 7 7 7 7 

標準 28 28 28 27 27 27 27 25 24 24 24 24 

３

歳 

 

1号 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

短時間 5 5 5 6 6 6 4 4 5 5 5 5 

標準 31 31 31 30 30 30 32 32 31 31 31 31 

４

歳 

 

1号 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

短時間 3 3 3 3 3 3 3 3 5 5 5 5 

標準 35 35 35 35 35 35 35 35 33 33 33 33 

５

歳 

1号 1 1 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

短時間 5 5 5 5 5 5 4 5 5 5 5 5 

標準 29 29 28 28 28 28 29 28 28 28 28 28 

合計 182 187 190 190 190 190 190 190 190 190 190 189 

定員充足率（％） 97 101 102 102 102 102 102 102 102 102 102 102 
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（２） 一時預かり事業利用者数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

人数

（人） 
2 1 3 11 14 9 14 14 14 19 7 12 

保育日数

（日） 
25 24 25 26 25 24 26 23 24 23 22 24 

1 日平均

（人） 
0.08 0.04 0.12 0.42 0.56 0.37 0.54 0.61 0.58 0.83 0.32 0.5 

合計 120人（１日平均 0.41人） 

 

（３） 子育てサポート事業 

 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

一 時 預 か り

（人）※こども誰でも通園 
4 4 3 5 5 6 5 4 0 1  0 

園 庭 開 放 

（組） 
0 0   0 0 0 0 2 1 0 

計 4 4 3 5 5 6 5 4 2 2 0 

総計 58組 

 

①  一時預かり ※こども誰でも通園 利用者数 37人 

月 10時間の利用可能枠を最大まで利用される家庭が多く、一時保育に移行したり、併

用したりする家庭もあった。 

②  園庭開放（毎週火曜日）年間利用者数 3組 

③ 未就園児子育て支援事業 

令和 7年  7月 8日(火) ベビーマッサージ ７組 

令和 7年  8月 8日(火) リトミックあそび 5組 

令和 7年 1月 10日(火) かんなフラワー製作体験教室 ６組 

 

４ 職種別職員数（令和 8年 3月 31 日現在） 

 

園
長 

副
園
長 

主
幹
保
育
教
諭 

指
導
保
育
教
諭 

保
育
教
諭 

保
育
補
助 

看
護
師 

栄
養
士 

調
理
師
・
調
理
補
助 

警
備
員 

事
務
員 

保
全
員 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

合
計 

正規職員 1 1 1 1 28 0 1 3 0 0 0 0 0 36 

パート職員 0 0 0 0 11 6 0 0 3 1 1 2 1 29 

合計 １ １ １ １ 39 6 １ 3 3 １ １ 2 １ 61 

                                            （正規職員のうち 4名が産休） 
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５ 小学校との接続 

≪ 架け橋プログラムの取り組み≫ 

令和６年度の最終まとめの際に、ブロックの３施設が相談し、年間 3 回の取り組みを

計画し、実行することができた。 

①   １年生の教室で模擬授業体験 ９月１９日（金） 

２ケ園の年長組が、槇島小学校の１年生の教室に入り、小学校の先生と一緒に学

習活動を体験する。 

 

②   小学校の体育館で 1 年生と年長児合同でゲーム 11 月 6 日（木） 

猛獣狩りやボール運びリレーを 3 施設混合のチーム編成で競う。 

 

③  小学校の体育館で 1 年生と年長児合同でゲーム １月 14 日（水） 

前回の取り組みを踏まえ、より主体的な活動となるような 

工夫を凝らし、交流を目的としたゲームを楽しむ。 

 

④  園だより・学校だよりでの情報共有（月 1 回） 

園の玄関に架け橋ブロックのボードを設置し、年長児クラス 

だけでなく、すべての保護者に取り組みを周知してもらうよう 

にした。 

 

６ 職員研修内容 

（１） 園内研修 

   〇日時 令和 7年 5月 28日（木）13時 15分～14時 15分 

    講師 木村理恵看護師 

    内容 熱中症対策について 

    受講者 11名 

 

      ○日時 令和 7年 7月 23日(金)13時 15分～14時 30分 

                      8月 7日（木）13時 15分～14時 30分 

    サブリーダー会 主催 

    内容 「こんな時いったいどうする？」グループワーク 

    受講者 22名  

 

   救急救命講習 

   ○日時 令和 7年 7月 7日（月）  

    講師 宇治消防署講師  

    内容 「救急救命講習」 

    受講者 保育教諭・看護師 12名 
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（２） 派遣研修  

    令和 7年度 キャリアアップ研修 1分野修了者数  のべ 15名 

 

 

７ 安全衛生委員会 

（１） 委員会 月 1回会議開催（面談希望者無） 

（２） ストレスチェックを実施 

①  実施日  令和 7年 7月 14日(月)～7月 27日(月) 

②  委託業社 株式会社職業性ストレスチェック実施センター（株式会社 Dr 健康経営委託） 

③  受検者  43名(正規職 35名 非正規職員 8名 受検率 100％) 

④  結果    

〇受験率は今年度も 100％となり、ストレスチェック実施への職員の意識は高い。 

〇総合健康リスクは、108と全体では標準的なストレス度となっている。 

〇今回、集団分析より最も高いストレス値となったのは乳児担当職員の（120）であった。 

〇高ストレス者は 7名であった。1名が産業医面談を実施した。 

〇離職者は計 3 名。いずれも自己都合によるものであり、メンタルダウンによる離職者

はいなかった。 

 

⑤ 考察 

乳児でのストレス度が高いのは、噛みつき、引っ掻きなど乳児ならではの見守りへの

緊張感などがストレス値を上昇させる要因となった可能性が考えられる。 

総合健康リスクは標準的な数値となっていた。乳児のストレス数値が突出しているこ

とから、乳児担当職員のストレス環境改善を行うことが重要であると考える。 

 

⑥ 改善計画 

〇前年度に引き続き、タイムリーに相談できる相談窓口を設置しておくことで事業場内

産業保健スタッフによるケアをいつでも利用できる環境を整える。 

〇セルフケア能力の向上のため、毎月 1 回、「こころのほけんだより」の発行。いつでも

手に取ることができるように、休憩室への設置。 

○以前より行っている年 2回の管理職者による面談を継続することで個人の想いを吸い上

げることのできる職場環境を維持していく。 

 

 

 

 

議長 副園長 杉浦 京子 

産業医 株式会社 Dr健康経営・産業医 大森 直美 

衛生管理者 園長 

看護師 

宇野 智子 

木村 理恵 

委員 主幹保育教諭 山本 容子 
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８ 保健室実績・感染症による欠席状況 

（１）病気早退延べ人数 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

乳児 6 8 10 4 4 2 12 12 1 3 5 4 61 

幼児 12 4 1 3 3 5 12 2 11 4 7 4 78 

合計 18 12 11 7 7 7 24 14 12 7 12 8 139 

（２）感染症による欠席状況（人） 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

インフル

エンザ 
   2    9 30 7 24 4 76 

水痘     1        1 

流行性耳

下腺炎 
1            1 

りんご病             0 

手足口病 2  2 4         8 

溶連菌感

染症 
8 1      3 3 6 4  25 

ｱﾃﾞﾉｳｨﾙｽ

感染症 
 2 2   2 2 3 2 2  1 16 

RS ｳｨﾙｽ感

染症 
     1 5      6 

ヘルパン

ギーナ 
  1          1 

ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞ

ﾏ肺炎 
     1  1     2 

ウィルス

性胃腸炎 
       1     1 

新型コロ

ナウイル

ス感染症 

1 2    2 1  1 2 1  10 

合計  12 5 5 6 1 6 8 17 36 17 29 5 147 

 

９ 課外教室と参加者数 

（１） ジョニーのサッカースクール（講師 松下 洋亮氏） 

     （毎週水曜日 15:30～16:30まで）  

参加者：年中 12人  年長 7人  

   

（２） 空手道場 （講師 加藤 吉辰氏  加藤 映彦氏） 

     （毎週火曜日  15:30～16:30まで）                     

      参加者：年中 8人  年長 4人 
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10 実習・インターンシップ・ボランティア等 

（１） 保育実習 

令和７年 6月 2日 ～ 13日              京都文教大学      2名 

令和 7年 8月 18日 ～ 28日                     京都文教短期大学    2名 

令和 7年 9月 4日 ～ 16日                      京都文教短期大学    2名 

 

 (２) 保育インターシップ 

    令和 7年 7月 30日 ～ 8月 24日          京都文教大学      1名 

令和 7年 8月 25日 ～ 9月 18日          京都文教大学      1名 

 

(３) 中学生職場体験 

 令和 7年 7月 2日 ～ 3日   宇治市立槇島中学校 2年生  2名 

令和 7年 11月 12日～ 13日  宇治市立北宇治中学校 2年生 2名  

    

 

（４） 高校生インターンシップ 

    令和 7年 7月 28日～8月 1日 京都府立久御山高等学校 2年生 1名 

         8月 4日～10日   京都文教高等学校 2年生    1名 

 

11 地域との交流 

   グループホーム鳳凰槇島の代表者さんが来園され、入居者さんが手作りされた中に乗っ 

て遊ぶことができるこいのぼりや、折り紙で作ったコマやびっくり箱などをいただいた。 

年長組はお礼に飾りつけをした手紙を作り渡しに伺った。 

         

 

 

 

 

 

 

年長組が敬老のつどいに呼んでいただき、手遊びメドレーを披露した。 
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しずく組 絵本の選書についてのお願い 

今年のクリスマスプレゼントに絵本を考えています。そこで、以下の絵本の中から１冊 

選んでいただきたいと思います。発注の都合上 １１月 21 日（金）までにお選びいただき、 

番号もしくは絵本の題名を連絡帳に書いて、お知らせください。 

（もちろん これは 極秘プロジェクトです。こっそり お願いします。） 

 

 

 

12 教育基金の活用 

（１）クリスマスプレゼントの配布 

    「教育基金」の中から、園児にクリスマスのプレゼント 

を配布。プレゼントの内容については、各学年の担任が 

    選定する。 

ただし、０歳～２歳児クラスについては、「絵本」とし、 

学年の担任が選定した３冊の中から、予め保護者に選んでもらった本を用意してい 

る。 

  絵本を通して、親子で語り合う時間を持ってもらえればと思う。また、おうちの人

に読んでもらう体験がいかに大切かを、この企画を通して伝えていきたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 演劇鑑賞   

     令和８年 1月１３日（月） 

      人形劇団教芸（本拠地：宇治市） 

      「まんてんげきじょう」 

           ・ねずみのおんがくかい♪ 

           ・ぶんぶくちゃがま 
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（３） 卒園記念品    

卒園児を対象に、傘・鉛筆・ランチョンマットを配布 

 

13  社会貢献 

地域の運動広場の管理と運営（京都府所有の芝生広場の管理） 

     〇芝生の散水、除草、芝刈り、施肥、ゴミ等の清掃 

     〇地域住民への利用許可等、管理と運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

14  未就園児の親子を対象とした取り組みについて 

①   ベビーマッサージ≪７月８日（火）≫ 

 オウチスタジオ ANNGEの主宰である大山さちこ氏による赤ちゃんマッサージ 

 

 

 

 

②  リトミック ≪８月８日（金）≫ 

     すみれ音楽教室の古川 正子氏による リトミック 

 

 

 

 

 

③  木工リースづくり ≪１１月１０日（月）≫ 

     かわな工業のレクチャーにより、端材を利用したリースづくり 
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今回はお子さんを保育者が預かり、保護者の方々にゆっくり過ごしてもらうよう配慮した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

15   苦情受付の状況 

（１） 令和 7年 10月 26日（月）  地域住民より入電 

  【内容】向いの団地の住人より、園に来られ、土日の夜間に芝生広場に遊びに来る子ども 

達がうるさいと苦情あり。昨日の夜も 22時頃までボールを柵にあてるなどしていた。十 

数人ほどの子どもが騒いでいた。警察に連絡するものの、パトカーが来てすぐは子ども 

がいなくなるが、パトカーが去った後にすぐ出てくるため、通報しても意味がない。夜 

に眠れるようにしてほしい。日中の運動会の音もうるさい。太皷の音が頭に響くと訴え 

られる。 

  【対応】運動会の練習時の音響については謝罪し了承される。休園時間帯の対応については 

行うことができないため、既に行っているように、夜間の騒音は警察に通報していただく 

ようにお願いし了承された。 

その後、同様の電話が何度も続いている。 

 

16  施設設備 

 

（１） 給食室  （生産性向上・人手不足対策事業費補助金対象） 

    スチームコンベクションの経年劣化による交換と、監査時に指摘を受け、改善策とし

てブラストチラー（加熱調理後の食品を急速に冷却し、安全性と風味を保持する業務用

冷却機器）の導入をした。 

  施行日   令和７年 8月 8日 

  事業費   2,145,000円（1,447,000円） 

                       

 

 

 

 

 

 

スチームコンベクション           ブラストチラー 
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（２）インターネット環境の整備 （教育支援体制整備事業費補助金対象） 

 かねてから園内の通信速度が遅く、保育記録・保護者連絡などの作業に支障をき

たしていた。園内ＬＡＮの設定交換作業・アクセスポイントの増設・整備などを行

った。合わせて年長ぐみのパソコン２台を購入した。 

 

       施工日   令和 7年 8月 22日 

       事業費   1,527,900円（719,000円） 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）保育室内の家具の整備、椅子・机の新調（ひろがる京の木整備事業補助金対象） 

  

 施行日   令和７年 9月 25日 

  事業費   875,270円（398,000円） 
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（４）雨樋修理 

 本館北側の雨樋が経年劣化により破損。雨水が流れなくなり修理となった。点検の結

果３カ所見つかり取替工事を行った。 

 

  施工日   令和 7年 12月 10日 

  事業費   478,000円 

 

 破損部分                  工事後 
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17  保護者アンケート             

令和７年度 運動会  

しずくぐみ（０歳児） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うみぐみ（１歳児） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そらぐみ（２歳児） 
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ちきゅうぐみ（３歳児） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たいようぐみ（４歳児） 

 

 

ぎんがぐみ（５歳児） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品展 
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しずくぐみ（０歳児） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うみぐみ（１歳児） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そらぐみ（２歳児） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちきゅうぐみ（３歳児） 
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たいようぐみ（４歳児） 

 

 

ぎんがぐみ（５歳児） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


